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現代朝鮮語における

くn挿入〉の実現実態について（2)

一一若年層ソウル方言話者を対象に一一

辻 里子 裕 高己

【要旨】本稿は，辻野裕紀（2014b）に引き続き，現代朝鮮語における，若

年層（20代）ソウル方言話者の（n挿入〉の実現実態について，記述，分

析するものである。本稿では，特に外来語，混種語，いわゆる「語＋レベ

ルの複合語」，句について論じた。

まず，外来語においては，後行要素の頭音が（n挿入〉実現如何に最も

大きく関わっている。後行要素の頭音が／y／の場合は（n挿入〉が起きやす

く，／νの場合は（n挿入〉がほとんど起きない。また，先行要素の末音や

語構造（枝分かれ構造），語の長さなども（n挿入〉実現如何に関与してい

る。

混種語においては，後行要素の語種が（n挿入〉実現如何を統べる。つ

まり，後行要素が固有語であれば固有語合成語仁漢字語であれば漢字語

合成語と，外来語であれば外来語合成語と類似した振る舞いをする。

いわゆる「語＋レベルの複合語」でも，後行要素の頭音が（n挿入〉実

現如何に最も大きく関わっている。語を問わず休止を志向するインフォー

マントがいた点が他の漢字語合成語との違いだが必ず休止を伴わなけれ

ばならない日本語の語＋レベルの複合語とは性質が大きく異なる。

句については，語の場合と異なり，発話速度や句の長さ，助詞の介在な

どの影響で休止実現率が高い句が散見されるものの 全体的な傾向として

は，後行要素の頭音が（n挿入〉の実現如何に最も大きく関与するなど，

語の場合とよく似た傾向が観察された。

以上の結果は，いずれも辻野裕紀（2014b）で明らかにした固有語や漢

字語の（n挿入〉実現様相と類似している。
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1 .はじめに

本稿の目的は，現代朝鮮語における所謂（n挿入〉，就中，若年層（20

代）ソウル方言話者の（n挿入〉の実現実態、を明らかにするところにある。
(l) 

(n挿入〉は一般に ①先行要素が子音で終わり ②後行要素がIiiか

／／で始まり，かつ③後行要素が自立的形態素である場合に生じるとさ
(2) 

れる。しかしながら，この①②③の形態音韻論的条件を全て満たしてい

ても（n挿入〉が生じないことがある。また，既存の研究によれば，（n

挿入〉には方言差や世代差が認められるが 巨細なる実態調査は行なわ

れていない。

そこで筆者は，（n挿入〉の実現実態を余趨なく究明し，その総体に

肉迫するために，固有語，漢字語，外来語，混種語，句のすべてを対象

として，（n挿入〉が起きる可能性のある語句（全1025個）について網

羅的に調査を行なった。インフォーマントは20代のソウル方言話者33

名（男14名，女19名）であり， 2013年 3月および 9月にソウル特別市
(3) 

の2つの大学（誠信女子大学校，崇実大学校）で調査を実施した。調査

方法は，筆者が事前に準備した調査票の語句をインフォーマントに読み
(4) (5) 

上げてもらう，いわゆるく読み上げ式〉を採った。そして，その結果の

記述と分析，とりわけ固有語と漢字語については，既に辻野裕紀（2014b)

において行二なった。

本稿は，辻野裕紀（2014b）の承前である。紙幅の制約のために辻野

裕紀（2014b）で扱えなかった外来語混種語いわゆる「語＋レベル

の複合語」，句における（n挿入〉の実現実態について論ずる。本論に

移る前に，辻野裕紀（2014b）で闇明し得たことを確認しておこう。

まず，固有語は，〈固有語合成語〉，〈回有語畳語〉，〈固有語単語＋ (ol) 

丘〉の 3つに分けうる。

固有語合成語において（n挿入〉実現如何に最も大きく関わっている

のは，「後行要素の頭音」と「後行要素の長さ」（後行要素の頭音が／i/

の場合）である。後行要素の頭音が／y／の場合は総じてくn挿入〉が起

きやすい。後行要素の頭音が／i／の場合は 後行要素の長さが 1音節の
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ものはくn挿入〉が起きやすく， 2音節以上のものは（n挿入〉が起き

にくい。また，他に「先行要素の末音（共鳴音か閉鎖音か）」，「なじみ度」，

「語構造（複合語か派生語か）」も（n挿入〉実現如何に関与する。

固有語畳語においても，後行要素の頭音がケ／の場合はくn挿入〉が

起きやすく，／i／の場合は起きにくい。他に「先行要素の末音」や「語

の長さ」も（n挿入〉実現如何に関わっている。語が長い場合には，休

止を志向する傾向がある。

〈固有語単語＋ (ol)丘〉については，「丁寧さ」を表す補助詞｛丘｝の

2つの異形態／丘I,1°1丘／のうち， どちらがより現れやすいか，またそ

の際（n挿入〉が生じるか否かについて調べた。その結果，子音で終わ

る固有語単語には専ら／Ol丘／が付き，その際（n挿入〉は生じないこと

が明らかになった。ほぼ唯一の例外は守宮丘［芳吉豆］だが，これは意味

的・機能的に考えて間投詞的であり，語素化した発音だと考えられる。

次に，漢字語は，〈漢字語合成語〉，〈漢字語人名〉，〈姓＋肩書等〉，〈姓

名＋肩書等〉，〈姓名＋守（訳）〉，〈本貫＋姓〉，〈漢数詞〉の 7つに分け

うる。

漢字語合成語において（n挿入〉実現如何に最も大きく関わっている

のは，「後行要素の頭音」である。後行要素の頭音が／ゲの場合は一体

に（n挿入〉が起きやすく，後行要素の頭音が／i／の場合は（n挿入〉が

基本的に起きない。国有語合成語と異なり後行要素の長さは問わない。

また，固有語と同じく「先行要素の末音」も関与する。さらに，後行要

素の頭音が／がであっても，＜ 1音節漢字語形態素＋ 1音節漢字語形態

素）， < 1音節漢字語形態素＋重音節で始まる 2音節漢字語〉といった構

造のものは概してくn挿入〉が起きにくい。 3つ以上の自立語からなる

漢字詰合成語は「語構造（枝分かれ構造）」も関わる。

〈漢字語人名〉では，「後行要素の頭音J と「後行要素の第 1音節の音

節構造」（後行要素の頭音が／y／の場合）が（n挿入〉実現如何に大きく

関わっている。漢字語合成語と同じく 後行要素の頭音が／i／の場合に

はくn挿入〉が基本的に起きない。後行要素の頭音がケ／の場合には，

後行要素の第 1音節が軽音節のものは（n挿入〉が起きやすく，重音節
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のものは起きにくい。また 他に「先行要素の末音」や「なじみ度」な

ども関わっている。

〈姓＋肩書等〉でも，〈漢字詰人名〉と概ね同じ傾向が観察された。

〈姓名＋肩書等〉でも，漢字語合成語と同じく，「後行要素の頭音」が

よく効いている。後行要素が叶斗《女史》やOd斗《領事》の場合，休止

実現率が高く，その分＜n挿入〉実現率が低くなっているが，これは「語

の長さ」が原因であろう。固有語畳語でも観察されたように，語が長い

場合には休止を志向するようである。

〈姓名＋守（訳）〉でも，後行要素の頭音が／y／であることが作用し，

概して＜n挿入〉が起きやすい。先行要素の末音も＜n挿入〉実現如何

に聯か関与し，姓名の末音が閉鎖音の場合の＜n挿入〉実現率はやや下

がる。

〈本貫＋姓〉の＜n挿入〉実現如何も他の漢字詰合成語のそれと軌を

ーにする。

〈漢数詞〉では，後行要素の頭音が完全に＜n挿入〉実現如何を統べ

ている。後行要素の頭音がケ／の場合は＜n挿入〉が起き，後行要素の

頭音がIiiの場合は＜n挿入〉が起きない。インフォーマントによる揺

れもほとんど見られない。例外は，包包［笠宮］《一一》と望。H笠司］《一二》

だが，これらは頻度が圧倒的に高い組合せであり，語嚢化した発音だと

思われる。

以上のように，固有語や漢字語における＜n挿入〉の実現如何には，

後行要素の頭音をはじめ後行要素の長さ，先行要素の末音，なじみ度，

語構造，後行要素の第 1音節の音節構造，語の長さなど，多種多様な要

因が抗衡しつつ，重層的に関与していると言える。では，他の語種や句

においてはどうだろうか。

以下，外来語，混種語，いわゆる「語＋レベルの複合語」，句の順で

分析を行なっていく。

なお，語例を提示するにあたっては，正書法は関係なく， 1語と考え
(6) 

られるものはすべて続け書き（吾叶竺アl)をし，＜n挿入〉が起きる可

能性がある位置（形態素境界）を‘－’で示す。
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2.外来語

調査した外来語は全25語である。

外来語でも，固有語や漢字語と同じく，後行要素の頭音が（n挿入〉

の実現如何に大きな影響を与えている。後行要素の頭音が／y／の場合は（n

挿入〉が起きやすく，後行要素の頭音が／i／の場合はほとんど起きない：

①後行要素の頭音が／y／の場合→（n挿入〉が起きやすい

②後行要素の頭音が／i／の場合→（n挿入〉がほとんど起きない

以下，①②各々について，具体語例を挙げつつ，確認および検討をし

ていこう。

2.1. 後行要素の頭音がケ／の外来語

後行要素の頭音が／ずの外来語の具体語例とその（n挿入〉実現率等

は次の通りである：

①後行要素の頭音が／y／の外来語（全13語） : (n挿入〉平均実現率73.4%

三口（7五口） 
(8) 終(9) （休10) 

日本語訳 n 

λ~l 包一丘~ ( ?) セイ yレヨット 97.0% 0.0% 3.0% 

苦司一弁叶（？） ブラックユーモア 93.9% 3.0% 3.0% 

判！と喧一丘吾（？） ウエスタンヨーデル 90.9% 0.0% 9.1% 

唱弁叶菩（？） チームユニホーム 90.9% 0.0% 9.1 % 

判！と唱一千ト叫_g.(?) ウエスタンユニオン 87.9% 0.0% 12.1 % 

吾一等 （？） ジョン・ヤング 87.9% 9.1 % 3.0% 

安一丘アト（？） ホットヨガ 84.8% 12.1 % 3.0% 

唖－弁（？） マンU 78.8% 21.2% 0.0% 

司10トλト丘アト（？） ヴインヤサヨガ 75.8% 24.2% 0.0% 

L十λト喫－oj]"'l二 （×） ナザレのイエス 66.7% 3.0% 30.3% 

叶l司一丘守会（？） エリック・ヨハンソン 60.6% 3.0% 36.4% 
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什包守一丘互（？） ｜セーリングヨット I 2i.2% 78.8% 

汁今一弁唖菩芋（？）｜ニューヨーク国連本部 1 18.2% 6.1克「 75.8%

上の表から分かる通り，後行要素の頭音が／y／の場合，一体に（n挿入〉

が起きやすい。

一方，先行要素の末音も（n挿入〉実現如何に関わっている。例えば，

什包弓一丘互の（n挿入〉実現率が低いのは，先行要素の末音が／rj/だか

らであろう。辻野裕紀（2014b:12-13）で述べたように，先行要素の末

音が勾／の場合の（n挿入〉は機能的に剰余的である。斗斗喫一寸牛，叶1
司一♀社会の（n挿入〉実現率が，後行要素の頭音が／y／の他の外来語に

比べてやや低めに現れているのは，これらの先行要素の末音が閉鎖音で

あることが原因である。

後行要素の頭音が／y／の外来語の中では，寺子今一千ト唖喜平の（n挿入〉

実現率が最も低いが これは その分終声の初声化の実現率が高いから

ではなく，汁与と弁ぜの聞に休止を置いて発音するインフォーマントが

多かったからである。その主たる理由は，甘ヰ－［%~喜平！という右枝
(11) 

分かれ構造にあろう。汁与の末音がlg／であることも関与し，全体的に（n

挿入〉よりも休止を志向している。漢字語の吐号－［弁苛曹司］などの例

と類似している。

2ユ後行要素の頭音がIiiの外来語

後行要素の頭音がIiiの外来語の具体語例とその（n挿入〉実現率等

は次の通りである：

②後行要素の頭音が／i／の外来語（全12語） : (n挿入〉平均実現率1.0%

三日五ロ 日本語訳 n 終 休

安一o]'Jl二（？） ホットイシュー 12.1 % 87.9% 0.0% 

吾吾－o]oj習（？） ゴールデンイヤリング 0.0% 97.0% 3.0% 

ユ喧ー亡すヨ（？） グリーンインク 0.0% 100.0% 0.0% 

音豆望一也喧（？） グローパルインターン 0.0% 100.0% 0.0% 
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叶l<{}-01唖§. （×） メインイベント 0.0% 100.0% 0.0% 

司－Cl守（？） ビッグイシュー 0.0% 100.0% 0.0% 

司包叶再（？） ビッグインタビュー 0.0% 97.0% 3.0% 

斗l司包ユ斗哲（？） エリック・イングラハム 0.0% 39.4% 60.6% 

ol吐 ol含昔号室干号（×） イラン・イスラム共和国 0.0% 30.3% 69.7% 

吾－Clと叶（？） ジョン・イスナー 0.0% 93.9% 6.1% 

ヨ司位－ole>-1菩（？） クレシンイヤホン 0.0% 90.9% 9.1% 

ヰヲ！とirr-01合菅苦詩号（×） パキスタン・イスラム共和国 0.0% 30.3% 69.7% 

上の表から分かる通り，後行要素の頭音が／i／の場合，＜n挿入〉はほ

とんど起きない。

斗l 司－~ユ斗智， 。l荘一01会昔号呼号， ヰヲ1ごこ吐－01合昔号室午号では，

終声の初声化ではなく，休止を志向する傾向があるが，叶1司一也ユ斗曹

については語の長さと（なじみのない）人名であること，。1荘一01含苦

号室ト号，エヰヲ1と吐－01含菅号呼号については語の長さと枝分かれ構造を

その要因として考えうる。

3.混種語

調査した混種語は全166語である。

混種語には，〈漢字語十固有語〉（全56語），〈外来語＋固有語〉（全 1語），

〈固有語＋漢字語〉（全50語），〈外来語＋漢字詰〉（全10語），〈固有語＋

外来語〉（全2語），〈漢字語＋外来語〉（全47語）の 6種類がある。以下，

各々について見てみよう。

3.1. 漢字語＋固有語

〈漢字語＋固有語〉の混種語については，全56語を調査した。

〈漢字語＋固有語〉において，＜n挿入〉の実現知何に最も大きく関わ

っていると考えうるのは 固有語合成語のそれと同じく，「後行要素の

頭音」と「後行要素の長さ」（後行要素の頭音が／i／の場合）である。す

なわち，「後行要素の頭音がケ／の場合」および「後行要素の頭音が／i/
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で、かっ後行要素の長さが 1音節の場合」は＜n挿入〉が起きやすく，「後

行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが2音節以上の場合」は＜n

挿入〉が起きにくい：

①後行要素の頭音が／y／の場合→（n挿入〉が起きやすい

②後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが 1音節の場合

→（n挿入〉が起きやすい

③後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが2音節以上の場合

→（n挿入）が起きにくい

以下，①②③各々について，具体語例を挙げつつ，確認および検討を

していこう。

3.1.1. 後行要素の頭音が／y／の〈漢字語＋固有語〉

後行要素の頭音がケ／の〈漢字語＋固有語〉の混種語の具体語例とそ

の＜n挿入〉実現率等は次の通りである：

①後行要素の頭音が／y／の（漢字語＋固有語）（全15語）：

(n挿入〉平均実現率54.5%

三口五口 日本語訳 n 終 休

す丘（0) 毛布 100.0% 0.0% 0.0% 

アl喜一等~ (0) 基本ヤンニョム 97.0% 3.0% 0.0% 

.A~ な一喫（0) 生萎の飴 97.0% 0.0% 

JI.7.Jl－叶叶吾（？） 顧客の皆さま 90.9% 3.0% 6.1 % 

入l~ cヰ叶吾（？） 市民の皆さま 87.9% 0.0% 12.1 % 

せ司叶l合言（0) 年がら年中 69.7% 12.1 % 18.2% 

明－叶♀（0) 白狐，邪悪な女 66.7% 33.3% 0.0% 

せ一宮司（0) 山野に自然に生えて育つ木になる実 63.6% 36.4% 0.0% 

な－叶告（0) Jll瀬 51.5% 48.5% 

吐号一叫叫（0) ヒトコブラクダ 27.3% 72.7% 

す号叫司（0) フタコプラクダ 24.2% 75.8% 



現代朝鮮語における＜n挿入〉の実現実態について（2)（辻野裕紀） (33) 

守一叶全斗円）） ハンニョウル駅 21.2% 78.8% 1 0.0% 

菩 ~λ·~ （×） ヒレンジャク 9.1 % 90.9% 

守一叶叫（×） キレンジャク 9.1% 90.9% 

言~－叶（×） ひょっとすると 3.0% 97.0% 

上の表から，後行要素の頭音が／y／の場合，概ね（n挿入〉が起きや

すいことを確認しうる。

中には，吐号－呼叫（27.3% ），サ号一件叫（24.2%），守一叶全斗（21.2%)'

菩－叶叫（9.1% ），号－Cヰ λ·~ (9.1%），守一叶（3.0%）のように，（n挿入〉

実現率が低いものも存在するが これらはすべて先行要素の末音が閉鎖

音 lg／ないし /rj/という特徴を持っている。守一叶については，後行要素
(15) 

が自立的な要素ではないという点で形態論的条件にも違背しており，（n

挿入〉がほとんど起きないのは首肯しうる。

3.1ユ後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが 1音節の〈漢字詰

＋固有語〉

後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが 1音節の〈漢字語＋固

有語〉の混種語の具体語例とその（n挿入〉実現率等は次の通りである：

②後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが l音節の

〈漢字語＋固有語〉（全17語） : (n挿入）平均実現率82.0%

三口五口 日本語訳 n 終 休

吐号一望（0) 紅葉の葉 100.0% 0.0% 

宮一望（0) 別事 100.0% 0.0% 0.0% 

－＆噌一笠（0) 銀杏の葉 100.0% 0.0% 

λトうE包 (0) 私事 97.0% 3.0% 0.0% 

叫す－包（0) 世事 97.0% 3.0% 

叶社一包（？） 並大抵のこと 97.0% 0.0% 3.0% 

社－~ (0) 肝臓の左葉と右葉の中の片方 93.9% 6.1% 0.0% 

1TI包一望 （？） 個人のこと 93.9% 6.1% 0.0% 

合一包（0) 若葉 93.9% 6.1% 0.0% 
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恒三I(0) 蓮の葉 93.9% 6.1 % 0.0% 

且号一昔（？） 普通のこと 78.8% 21.2% 

英一包（0) 濯減の仕事 78.8% 21.2% 0.0% 

す一望 (0) 雑事 69.7% 30.3% 0.0% 

荘一望（0) 仕事の半分 63.6% 36.4% 0.0% 

主一望（0) 漆を塗る仕事 63.6% 36.4% 0.0% 

在尋一望（？） 建築の仕事 60.6% 39.4% 0.0% 

ミ子一包 (0) ただ働き 12.1 % 87.9% 

上の表から，後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長さが 1音節の

場合，（n挿入〉が起きやすいことを確認しうる。

唯一号－包（12.1%）は一見案に相違する結果だが，これは先行要素

の末音勾／が影響しているものと思われる。一方で，同様に先行要素の

末音 lrjl である吐号－~，会守－~の（n 挿入〉実現率は 100.0% だが，こ

れらの発音は語嚢化したものである可能性が高い。

3.1.3. 後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長さが2音節以上の〈漢

字語＋固有語〉

後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長さが2音節以上の〈漢字語

＋固有語〉の混種語の具体語例とその（n挿入〉実現率等は次の通りで

ある：

③後行要素の頭音が／i／でかつ後行要素の長さが2音節以上の
（漢字語＋固有語〉（全24語） : (n挿入〉平均実現率11.1% 

舌ロ五ロ 日本語訳 n 終

子1~－o]o~ァl (?) おばけの話 69.7% 27.3% 

平安一堂苦（0) 冠婚葬祭のときに手伝ってあげる人 45.5% 51.5% 

喜一o］吾（0) 本名 36.4% 63.6% 

せ－0］斗斗主（0) ヤラメスゲ 18.2% 81.8% 

吐－＇）！土司（ 0) 半歯音 15.2% 84.8% 

唱－0］吾（0) もともとの名前 15.2% 84.8% 

休

3.0% 

3.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 



現代朝鮮語における（n挿入〉の実現実態について（2)（辻野裕紀） (35) 

ミテー叫ヰ (0) ：欄熟する 12.1 % 87.9% 

斗－0］吾（×） 色の名前 9.1% 90.9% 0.0% 

音 o］斗（0)
他の人が既に金を掘っていった

6.1% 93.9% 0.0% 
所で得た金

すぐヨ－0］吾（？） あなたの名前 6.1% 90.9% 3.0% 

叶吐一句（1叶6) (0) 錦鯉 6.1% 93.9% 0.0% 

せ o］ロト (0) 山の頂 6.1% 93.9% 0.0% 

告－0］吾（0) 音の名前 6.1% 93.9% 0.0% 

せ－0］受（0) 向こう三軒両隣 3.0% 97.0% 0.0% 

位－~ヰ（0) 経験豊富で何にでも精通している 3.0% 97.0% 0.0% 

す斗一包丑（0) 器や家具の飾りを作る人 3.0% 97.0% 0.0% 

忍吾一包を（×） 深い知識と技術を持っている人 3.0% 97.0% 0.0% 

謹一也子（×） 漆を塗るこての形をした道具 3.0% 97.0% 0.0% 

号－0］吾（×） 曲の名前 0.0% 100.0% 0.0% 

¥:1-社－0］ロト (0) 頭の天辺が広く突き出たひたい 0.0% 100.0% 0.0% 

喜一世スト（0) もともとの持ち主 0.0% 100.0% 0.0% 

す丑~ヰ（×） 関係ある 0.0% 100.0% 0.0% 

合一世音（×） 舜を王として敬って謂う語 0.0% 97.0% 3.0% 

世－0]°"1 (0) 相次いで 0.0% 100.0% 0.0% 

上の表から，後行要素の頭音が／i／でかっ後行要素の長さが2音節以

上の場合，（n挿入〉が起きにくいことを確認しうる。

司ぜ－0101=ァl(69.7%）は例外的だが これは先行要素の末音がIn!で

あることに加え，後行要素が0101=ァlであることに因るものと思われる。

01叶ァlは，／i／で始まりかっその長さが2音節以上の固有語の中では語

素的に（n挿入〉を相対的に起こしやすい要素である）。

3.2. 外来語＋固有語

〈外来語＋固有語〉の混種語については， 01合－0101=ァl《イソップ物語》

の 1語を調査した。

〈外来語＋固有語〉において，（n挿入〉の実現如何に最も大きく関わ

っていると考えうるのは，固有語合成語のそれと同じく，「後行要素の



(36) 朝鮮学報（第240輯）

頭音」と「後行要素の長さ」であろう。語例が 1例しかないためにはっ

きりとしたことは言えないが，。1合－0101=ァ1の（n挿入〉実現率が18.2

%と低いのは，後行要素が／i／で始まりかっその長さが2音節以上だか

らだと思われる。先行要素の末音が閉鎖音lb／であることも明か効いて

いるのだろう。ただ，（n挿入〉実現率が低いといっても， 0.0%ないし

それに近い数字ほどに低くはなっていないのは，後行要素が0101=ァlであ
(18) 

ることに因ると考えうる。

〈外来語＋固有語〉（全 1語） : (n挿入〉実現率18.2%

語 ｜ 日本語訳 I n I 終 ｜ 休

01合－0101=ァl（×） ｜イソップ物語 18.2% I 81.8% 0.0% 

3.3. 固有語＋漢字語

〈固有語＋漢字語〉の混種語については 全50語を調査した。

〈固有語＋漢字語〉において，（n挿入〉の実現如何に最も大きく関わ

っていると考えうるのは，漢字語合成語のそれと同じく，「後行要素の

頭音」である。後行要素の頭音が／y／の場合（n挿入〉は起きやすく，

後行要素の頭音がIiiの場合（n挿入〉は基本的に起きない：

①後行要素の頭音がケ／の場合→（n挿入〉が起きやすい

②後行要素の頭音が／i／の場合→（n挿入〉が基本的に起きない

以下，①②各々について，具体語例を挙げつつ 確認および検討をし

ていこう。

3.3.1. 後行要素の頭音が／ゲの〈固有語＋漢字語〉

後行要素の頭音が／y／の〈固有語＋漢字語〉の混種語の具体語例とそ

の（n挿入〉実現率等は次の通りである：



現代朝鮮語における＜n挿入〉の実現実態について（2)（辻野裕紀） (37) 

①後行要素の頭音が／y／の（固有語＋漢字語〉（全42語）：

(n挿入〉平均実現率82.6%

三ロ五ロ 日本語訳 n 終 休

ア1省一呼（0) 咳止め 100.0% 0.0% 0.0% 

ヰ舎一司（？） 次の駅 100.0% 0.0% 0.0% 

苦一件（0) 水薬 100.0% 0.0% 0.0% 

苦－61=干（0) キックベース 100.0% 0.0% 0.0% 

官一叶噌（？） 夜の旅行 100.0% 0.0% 0.0% 

斗金一司（？） ソウル駅 100.0% 0.0% 0.0% 

せ－呼（0) 丸薬 100.0% 0.0% 0.0% 

叶喜一舎（？） 大人用 100.0% 0.0% 0.0% 

スト吐－坦叶 (0) 塩鮭 100.0% 0.0% 0.0% 

吾－呼（0) しみよけの防虫剤 100.0% 0.0% 0.0% 

司王ヰ合一等（0) 肺活量 100.0% 0.0% 0.0% 

社一千ト司 (0) 不透明なガラス 97.0% 3.0% 0.0% 

干喜一守（0) 雲の量 97.0% 3.0% 0.0% 

ユ苦－唱斗（0) 絵葉書 97.0% 3.0% 0.0% 

喧ーヰ（0) ひどい悪口 97.0% 3.0% 0.0% 

吾－舎（0) 浮龍 97.0% 3.0% 0.0% 

叫菅一守吐（0) 男の主人 97.0% 3.0% 0.0% 

埜社－叫（0) 赤チン 97.0% 3.0% 0.0% 

芙号一叫（？） 鼻水の薬 97.0% 3.0% 0.0% 

信一喧存（？） 正月の連休 93.9% 6.1 % 0.0% 

普一室ヌト（？） 夜の列車 90.9% 9.1% 0.0% 

。ト~－坦ァl (?) 朝飯をたく時のけむり 87.9% 12.1 % 0.0% 

安要一弁斗（×） 曇りガラス 87.9% 12.1 % 0.0% 

ちま－0:1想 （？） 昼の旅行 84.8% 15.2% 0.0% 

吐1€t一世 (0) 上部に半月模様の色紙をはった凧 84.8% 15.2% 0.0% 

官－ぜ（0) 足をつけた凧 84.8% 15.2% 0.0% 

♀司召守吐（？） うちの主人 84.8% 3.0% 12.1 % 

ミE丘アl(0) 目の保養 81.8% 18.2% 0.0% 

苦一守斗 （？） 牡螺の養殖 78.8% 21.2% 0.0% 

召－守斗（0) 旅の食糧 78.8% 21.2% 0.0% 
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受ーヰ（0) 面と向かつて言い合う悪口 75.8% 24.2% 0.0% 

ヰ－J'.L司（0) ふぐ料理 75.8% 21.2% 3.0% 

会一等（0) 雄羊 75.8% 24.2% 0.0% 

♀司吉一哲子斗（？） 朝鮮語研究史 63.6% 3.0% 33.3% 

ちを一吉井 （？） 昼の列車 60.6% 39.4% 0.0% 

安一守宮（0)
靴下を重ねて履くときの上に

54.5% 45.5% 0.0% 
履く靴下

せ－守吐（0) 女主人に対する尊敬語 54.5% 45.5% 0.0% 

吾－~~ (0) 身の程に合わない欲 51.5% 48.5% 0.0% 

号守一世吾（0) 禿びた鉛筆 45.5% 54.5% 

~一件 (0) 目の薬 42.4% 57.6% 0.0% 

美一等叫手（0) カリフラワー 39.4% 51.5% 9.1% 

安一哲（1司9) (0) 建具などの角を組み合わせて
15.2% 84.8% 0.0% 

作る方法のひとつ

上の表から，後行要素の頭音が／がの場合，（n挿入〉が起きやすいこ

とを確認しうる。

号す－坦吾（45.5%), ~一件（42.4 % ），安一等叫キ（39.4% ），安一坦干1

(15.2 % ）は例外的である。

まず，号す－坦吾については先行要素の末音が勾／であることが影響

しているものと思われる。

を－呼は，＜ 1音節＋ I音節〉という構造をしており，かっ先行要素の
(20) 

末音がIn/であることが関与している可能性がある。

安一守l:lTI宇，安一哲司については，先行要素が閉鎖音であることに加え

て，なじみ度が大きな要因になっているものと思われる。辻野裕紀

(2014b: 7-8）で論じたように 固有語合成語などではなじみ度が低いと

(n挿入〉が起きにくいが，混種語（固有語＋漢字語）でも同じことが

言えそうである。

また，ややアド・ホックな指摘になってしまうが，す－叶守（100.0%)

とす一宮ヌト（90.9%にちま－叶守（84.8%) と美一宮斗（60.6%) を各々比

べると，それぞれ後者よりも前者のほうが（n挿入〉がより起きやすい。

これは，漢字語合成語や漢字語人名で (1音節＋ 2音節〉という構造に



現代朝鮮語における＜n挿入〉の実現実態について（2)（辻野裕紀） (39) 

おいて後行要素の第 1音節の音節構造が（n挿入〉実現如何に影響を与
(22) 

える現象とよく似ていて興味深い。す叶想より菅－叶想，ちを一宮ヌトより

す一宮ヌトのほうがより（n挿入〉が起きやすいのは，先行要素の末音（共

鳴音か閉鎖音か）に因る。

3.3.2. 後行要素の頭音がIiiの〈固有語十漢字語〉

後行要素の頭音がIiiの〈固有語＋漢字詰〉の混種語の具体語例とそ

の（n挿入〉実現率等は次の通りである：

②後行要素の頭音が／i／の〈固有語＋漢字語）（全8語）：
(n挿入〉平均実現率10.6%

三回五口 日本語訳 n 終

社－01望（0) 恋人同士の突然の別れ 33.3% 66.7% 

吾－01せ（？） ふたつ以上 27.3% 69.7% 

ロト含－01す¥3(?) 村の里長 18.2% 54.5% 

~包λト（×） 目礼 3.0% 97.0% 

安一也斗（×） 初対面のあいさつ 3.0% 97.0% 

苦一也宅（？） くまのぬいぐるみ 0.0% 100.0% 

ユ苦一昔ァl（×） 絵日記 0.0% 100.0% 

安宅lせ（×） 第一印象 0.0% 100.0% 

休

0.0% 

3.0% 

27.3% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

上の表から，後行要素の頭音がIiiの場合，（n挿入〉が基本的に起き

ないことを確認しうる。

社－01哩 (33.3 %) ' 吾－01す（27.3%) ' ロト会－01芳首 (18.2 %) は (n 

挿入〉実現率がやや相対的に高く現れたが，社－01望，ロト金一opす~につ

いては漢字音の影響が考えられる（離，里）。

3.4. 外来語十漢字語

〈外来語十漢字語〉の混種語については，全10語を調査した。

〈外来語＋漢字語〉では（n挿入〉平均実現率が非常に高く，（n挿入〉

が起きやすいと言える。調査語嚢の後行要素がすべてケ／で始まってい
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るため，後行要素の頭音と（n挿入〉の相関性について論じることは厳

密にはできないが，辻野裕紀（2014b）および本稿のここまでの議論に

鑑みると，（n挿入〉実現率の高さは後行要素の頭音がケ／であることが

影響を及ぼしているものと考えうる。

〈外来語十漢字語〉（全10語） : (n挿入〉平均実現率95.8%

三口五口 日本語訳 n 終 休

司l在一司 （？） 天神駅 100.0% 0.0% 0.0% 

旦型一弁（×） モービル油 100.0% 0.0% 0.0% 

叫噌－勾（？） ヴァヴァン駅 100.0% 0.0% 0.0% 

豆豆豆堂一司（？） ポート・ロワイヤル，!§R 100.0% 0.0% 0.0% 

存叶司吾一宮（×） リウマチ熱 97.0% 0.0% 3.0% 

ヰ干与－op習 （？） ニューヨーク旅行 93.9% 3.0% 3.0% 

豆電一宮（×） ロッシェル塩 93.9% 3.0% 3.0% 

叶11.S荘一叶君事（？） ベトナム旅行 93.9% 3.0% 3.0% 

哲一守旦（×） ラム羊毛 90.9% 9.1 % 0.0% 

4千百せ干（？） ヨーロッパ研究 87.9% 12.1 % 0.0% 

3.5. 固有語＋外来語

〈固有語＋外来語〉の混種語については，土舌一丘干豆E 《塩ヨーグル

ト》と美一丘豆《帆ヨット》の 2語を調査した。

語例の双方とも（n挿入〉実現率が8割を超えており，（n挿入〉が起

きやすいと言える。〈外来語＋漢字語〉と同じく，調査語嚢の後行要素

がすべてケ／で始まっており，おそらくこのことが（n挿入〉実現率の

高さの要因である。

（固有語＋外来語）（全2語） : (n挿入〉平均実現率83.3%

語 ｜ 日本語訳 I n I 終 ｜ 休

土舌一丘子主主（？）｜塩ヨーグルト I 84.8% 1 0.0% 1 1s2% 

景一丘豆（？） ｜帆ヨット I 81.8% I 18.2% I 0.0% 
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3.6. 漢字語＋外来語

〈漢字語＋外来語〉の混種語については，全47語を調査した。

〈漢字語＋外来語〉において，（n挿入〉の実現如何に最も大きく関わ

っていると考えうるのは，外来語合成語のそれと同じく，「後行要素の

頭音J である。後行要素の頭音が／y／の場合（n挿入〉は起きやすく，

後行要素の頭音がIiiの場合（n挿入〉はほとんど起きない：

①後行要素の頭音がケ／の場合→（n挿入〉が起きやすい

②後行要素の頭音がIiiの場合→（n挿入〉がほとんど起きない

以下，①②各々について，具体語例を挙げつつ，確認および検討をし

ていこう。

3.6.1. 後行要素の頭音がlylの〈漢字語＋外来語〉

後行要素の頭音がlylの〈漢字語＋外来語〉の混種語の具体語例とそ

の（n挿入〉実現率等は次の通りである：

①後行要素の頭音が／y／の〈漢字語十外来語〉（全27語）：

(n挿入）平均実現率89.4%

三口五口 日本語訳 n 終

吾一斗11"1二（×） 頑固なキリスト教徒 100.0% 0.0% 

3-0］：王（？） 3ヤード 100.0% 0.0% 

3－弁豆（？） 3ユーロ 100.0% 0.0% 

トo]:.:c=_(?) 1ヤード 100.0% 0.0% 

ト千ト豆 （？） lユーロ 100.0% 0.0% 

1000-0]:.:c=_ (?) 1000ヤード 100.0% 0.0% 

8-0]:E.. (?) 8ヤード 100.0% 0.0% 

8－弁豆（？） 8ユーロ 100.0% 0.0% 

1000－弁豆（？） 1000ユーロ 97.0% 3.0% 

す－oJl哩（×） 南イエメン 93.9% 0.0% 

す一丘三吐（？） 南ヨルダン 93.9% 0.0% 

休

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

6.1 % 

6.1 % 
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せ－弁ヰ母号（×） 南ユダ王国 93.9% 0.0% 6.1% 

吐一千子叫手~ （×） 反ユダヤ主義 93.9% 0.0% 6.1 % 

10一千ト豆 （？） 10ユーロ 93.9% 6.1 % 0.0% 

100－弁豆（？） 100ユーロ 90.9% 9.1 % 0.0% 

量唱一弁日（？） 不法Uターン 90.9% 6.1 % 3.0% 

10-61=~ (?) 10ヤード 90.9% 9.1 % 0.0% 

6-61=~ (?) 6ヤード 90.9% 9.1 % 0.0% 

6－弁豆（？） 6ユーロ 90.9% 9.1 % 0.0% 

す一存唱（×） 南ヨーロツパ 84.8% 15.2% 0.0% 

100－叶王（？） 100ヤード 84.8% 15.2% 0.0% 

巷号－61=平豆豆（？） 韓国ヤクルト 81.8% 9.1% 9.1 % 

号一弁唱（×） 東ヨーロツパ 78.8% 21.2% 

ヰー丘三吐（？） 北ヨルダン 72.7% 27.3% 0.0% 

せ一丘主玉井ミヨ土（？） 三ヨウ化窒素 72.7% 3.0% 24.2% 

ヰー弁昔（×） 北ヨーロッパ 63.6% 36.4% 0.0% 

ヰー斗l唖（×） 北イエメン 54.5% 42.4% 3.0% 

上の表から分かる通り，後行要素の頭音が／y／の場合，一体に＜n挿入〉

が起きやすい。特に例外と言うべき語例は見当たらない。ヰ－弁唱（63.6

%），号一叶l唱l(54.5%）は他の語に比べれば＜n挿入〉実現率がやや低

いが，これは先行要素の末音が乍／であることに因ると思われる。

3.6ユ後行要素の頭音がIiiの〈漢字語＋外来語〉

後行要素の頭音が／νの〈漢字語＋外来語〉の混種語の具体語例とそ

の＜n挿入〉実現率等は次の通りである：

②後行要素の頭音が／νの〈漢字語＋外来語〉（全20語）：

(n挿入〉平均実現率5.8%

三日五口 日本語訳 n 終 休

トope] (?) 1イニング 57.6% 42.4% 0.0% 

3-01す（？） 3イニング 18.2% 81.8% 0.0% 

8-0l 1<3 (?) 8イニング 18.2% 81.8% 0.0% 
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せ－01吐（？） 南イラン 12.1 % 84.8% 3.0% 

唱。l全苦手司（×） 汎イスラム主義 6.1 % 90.9% 3.0% 

6-0113 (?) 6イニング 3.0% 97.0% 0.0% 

JI..音－01叶吾（？） 高級イヤホン 0.0% 100.0% 0.0% 

す－01萱司斗（？） 南イタリア 0.0% 100.0% 0.0% 

ミ子宮一也司 1央官』忍（？）
農協インターネットパン

0.0% 75.8% 24.2% 
キング

号－0]1註叶斗（？） 東イタリア 0.0% 100.0% 

ロl号一也叶也（？） アメリカインディアン 0.0% 100.0% 0.0% 

号－01丑（？） 北イラン 0.0% 100.0% 0.0% 

ヰ Oj；：＇.＇.二斗哩（？） 北イスラエル 0.0% 100.0% 0.0% 

ヰ－Ojl量司斗（？） 北イタリア 0.0% 100.0% 0.0% 

守－01会（×） プラスイオン 0.0% 100.0% 

告叶1宅］一也同特（？） 芸能人インタビュー 0.0% 60.6% 39.4% 

告 oj毛（×） マイナスイオン 0.0% 100.0% 0.0% 

~a\1－包日斗唱（？） 青年インターン事業 0.0% 97.0% 3.0% 

~J-0.J ヨ（？） 青インク 0.0% 100.0% 

号＿Odヨ（？） 黒インク 0.0% 100.0% 0.0% 

上の表から分かる通り，後行要素の頭音が／νの場合，（n挿入〉はほ

とんど起きない。

ト01ia. 3-01弓， 8-01すのように末音が共鳴音の漢数詞に01弓がつい

たものについては，（n挿入〉が生じるインフォーマントもおり（特にト01

iaの（n挿入〉実現率は高い） やや例外的である。

4. いわゆる「語＋レベルの複合語」

影山太郎（2010:9-12）が「語＋レベルの複合語」と見倣しているタ
(23) 

イプの複合語についても調査を試みた。調査対象としたものは次の 8語

であり，以下に文全体を併せて提示する：
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・子喜 01－急入l叶と 1000喧雪包苦叶斗．《クーポン利用時には 1000

ウォン害U5lきになります。〉

－召 cヰλト七ロ1号 C母子平社ストアl号外ァト匁ヰ．《金女史は米国永住後，

急に亡くなった。》

．省守017トス1忍寸包平信オl豆吾スl毛l01包叶L十社宅？を守量京斗．

《占い師が地震予言後，実際に大きな地震が起こって驚いた。》

．包祖 01主千人｝叶11l:ll噂アlせ寸大1ユλト忍01笠叶球斗．《仁川離陸時に

飛行機の中でその事件が起こった。》

・子斗守王入1叶？と斗合斗吾会社干子ァトヰ吾丘す叶ヰ．《株式譲渡時

には次のような書類が必ず必要です。》

・λlす唱す入l叶11-CBJ舎人1 社。1 哩~吾牛王妓合叶ヰ．〈試合延長時

には，放送時間が変更されることもあります。》

－唱す古寸呼入1叶七千百号号司i~曇唱弓許λfol=苦斗斗．《入場券

予約時には，住民登録番号を入力なさらなければなりません。》

・き吾丘件入1叶七セ吾斗司位司包芋岳会吾社手司六1:Aa司司斗

す斗斗．《論文要約時には論文の核心的な部分を掻い摘んで整理

しなければなりません。》

いわゆる「語＋レベルの複合語」においても，（n挿入〉の実現の仕方

は，他の漢字語合成語の場合と類似している。すなわち，「後行要素の

頭音」が（n挿入〉の実現知何に最も大きく関わっており，後行要素が

/y／で始まる場合には（n挿入〉が起きやすく，後行要素がIiiで始まる

場合には（n挿入〉が起きにくい：

①後行要素の頭音が／ゲの語＋レベルの複合語（全6語）：

(n挿入〉平均実現率66.2%

三口五口 日本語訳 n 終 休

手斗守王 株式譲渡 75.8% 12.1 % 12.1 % 

ス1そl寸坦 地震予言 75.8% 0.0% 24.2% 
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と吾丘呼 論文要約 63.6% 0.0% 36.4% 

ロ1号 C苦手 米国永住 63.6% 12.l % 24.2% 

入l苦喧す 試合延長 60.6% 18.2% 21.2% 

唱す舌斗~~干 入場券予約 57.6% 0.0% 42.4% 

②後行要素の頭音が／νの語＋レベルの複合語（全2語）：
(n挿入〉平均実現率27.3%

三口五口 日本語訳 n 終 休

平吾 01舎 クーポン利用 45.5% 24.2% 30.3% 

~祖 01 号 仁川離陸 9.1 % 39.4% 51.5% 

なお，後行要素が／i／で始まる子菩 01舎の場合に半数近くのインフオ

ーマントで（n挿入〉が起きた点がやや特異であり また，語を問わず

全体として休止を志向するインフォーマントも少なからずいた点が辻野

裕紀（2014b:22 36）で扱った他の漢字語合成語とは異なる。

しかしながら， 日本語の語＋レベルの複合語と異なり，朝鮮語の場合

は必ず休止を伴わなければならないというわけではなく，他の漢字語合

成語と峻別しうる決定的な違いが見られない。影山太郎（2010）が行な

っているように，「必ず短い休止を伴う」という音声的特徴を以て語＋

レベルの複合語を他の複合語と区別するのであれば蕊に挙げた 8つの

語例は語＋レベルの複合語とは言えないことになる。影山太郎（2010)

が扱っている「守想。l哩司司01同斗舎入l斗を」などといった例は，（n

挿入〉や終声の初声化などといった音韻的現象が抑々生じない環境のも

のであるために，休止が置かれているのかどうか分かりにくいが，上の

8つの語例の発音実態を勘案すると，果たして影山太郎（2010）の挙げ

ている例は本当に語＋レベルの複合語なのか，延いては朝鮮語において，

日本語に見られるような語＋レベルの複合語というものが存在するのか

再考の余地があるように思われる。
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5. 句

調査した句は全175句である。

句には様々な類型があるが本研究では 統辞論的観点、から句を次の

ように分類した：

体言句：〈冠形語＋体言〉，〈体言＋体言〉

用言句：〈副詞語＋用言〉，〈絶対格主語＋用言〉，〈絶対格目的語＋用言〉，

〈対格目的語＋用言〉，〈主題目端＋用言〉

以下，各々について見る。

5.1. 冠形語＋体言

〈冠形語＋体言〉については，全65句を調査した。うち，〈冠形詞＋

体言〉が28句，〈用言冠形詞形＋体言〉が37句である。以下，各々に分

けて見る。

5.1.1. 冠形詞＋体言

〈冠形詞＋体言〉という構造の体言句は，（n挿入〉の実現如何に関し，

合成語の場合と軌をーにする。すなわち，後行要素が固有語の場合は，

後行要素の頭音が／y／のもの，後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長

さが 1音節のものは総じて（n挿入〉が起きやすく，後行要素の頭音が

Iiiでかつ後行要素の長さが2音節以上のものは（n挿入〉が起きにくい。

また，後行要素が漢字語の場合は，後行要素の長さを問わず，後行要素

の頭音が／ずのものはくn挿入〉が起きやすく， Iiiのものは基本的に起

きない。具体例とその（n挿入〉実現率等を各々挙げると次の通りである：
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①後行要素が固有語でかつその頭音ががの〈冠形詞＋体言〉（全4句）：

(n挿入）平均実現率87.1%

句 日本語訳 n 終 休

ーロ「tメ士、 s泊ヨτロ!:" イ可のわけ 97.0% 0.0% 3.0% 

ユ司 0~71 そんな話 84.8% 0.0% 15.2% 

吐叶うえ 1B たった六個 84.8% 0.0% 15.2% 

電T4焚1B およそ六個 81.8% 0.0% 18.2% 

②後行要素が 1音節の固有語でかっその頭音が／νの（冠形詞＋体言〉（全5句）：

(n挿入〉平均実現率78.8%

句 日本語訳 n 終 休

互吾唱 すべてのこと 100.0% 0.0% 0.0% 

叶喧宅2 あること 100.0% 0.0% 0.0% 

ユ井妥当 それしきのこと 97.0% 3.0% 0.0% 

電1-~ 一枚の葉 97.0% 3.0% 0.0% 

叶唱。l ある人 0.0% 100.0% 0.0% 

③後行要素が2音節以上の固有語でかっその頭音が／i／の

〈冠形調＋体言）（全5句） : (n挿入〉平均実現率27.3%

句 日本語訳 n 終 休

干さ olo"J:ァl 何の話 60.6% 0.0% 39.4% 

ユ迫。lo"J:ァl そんな話 54.5% 3.0% 42.4% 

受ミJ晋 諸々の労働者たち 15.2% 78.8% 6.1 % 

吐望晋 1B たった七個 3.0% 81.8% 15.2% 

を包音 1B およそ七個 3.0% 84.8% 12.1 % 

④後行要素か漢字語で、かっその頭音が／ゲの（冠形調＋体言〉（全10句）：

(n挿入〉平均実現率76.4%

句 日本語訳

満年齢

満六年

n I 終｜休

川%I 0.0% I 3.o% 

91.0% I 0.0% I 3.o% 
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を奇 1辻 およそ六年 93.9% 0.0% 6.1 % 

会~°c39:l あらゆる領域 87.9% 12.1 % 0.0% 

そ奇＼：！ 六年近く 81.8% 12.1 % 6.1% 

受叶スト号 諸々の女たち 78.8% 9.1 % 12.l % 

を ~l:lTI♀ ある女優 75.8% 0.0% 24.2% 

司守主ヰ 古いスーツ 69.7% 30.3% 0.0% 

叶唱~スト ある女 60.6% 0.0% 39.4% 

~-i寺吐 約六年 21.2% 36.4% 42.4% 

⑤後行要素が漢字語でかっその頭音が／νの〈冠形詞＋体言〉（全4句）：
(n挿入）平均実現率1.5%

句 日本語訳 n 終 休

せ 営 1せ 満一年 6.1% 87.9% 6.1 % 

t 包吐 一年近く 0.0% 90.9% 9.1 % 

金干包吐 約一年 0.0% 81.8% 18.2% 

を包＼：！ およそ一年 0.0% 90.9% 9.1 % 

①については，例外的な振る舞いをするものがなく，特に説明は不要

だと思われる。（n挿入〉ではなく，休止が実現したインフォーマント

も一部いたが，終声の初声化が実現したインフォーマントはいなかった。

②についても，例外的なものはない。。1唱。lにおいて（n挿入〉が全

く起きないのは，固有語合成語の話会－01などの場合と同じく， 01の統

辞論的自立性が極めて低いことに起因するものであり，形態論的条件か

ら説明可能である。叶唱。1を除くと，②の句例における（n挿入〉平均

実現率は98.5%となり，②の条件では（n挿入〉がほぼ確実に起きると

言いうる。

③については，平会 0101=ァ1とユ君。lol=ァlが例外的と言える。既に見

たように， 0101=ァlは語嚢的に（n挿入〉を引き起こしやすい要素であり，

先行要素の末音が共鳴音の／がであることも相倹って くn挿入〉実現率

が高く現れている。休止実現率も高いが 終声の初声化が実現したイン

フォーマントはほとんどいなかった。受営苦で（n挿入〉を起こすイン
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フォーマントが複数いたのは，後行要素の包苦が，（n挿入〉を起こし

やすい固有語 1音節の包で始まっているためであろう。

④については，叫奇吐が例外的である。統辞的関係が同ーのせ今吐

と比べると，（n挿入〉実現率が約76%も乗離しているが，その原因は

先行要素の末音が閉鎖音 lg／であることに起因すると思われる。

⑤については，（n挿入〉に関して例外的なものはないが，叫営 1せの

休止実現率が他の句に比べてやや高くなっているのが目につく。④の呼

奇吐でもそうだったが，先行要素が叫の場合は，せやそ，せの場合に比

べて相対的に区切って発音しようとする傾向があるようである。

5.1ユ用言冠形詞形＋体言

〈用言冠形詞形＋体言〉という構造においても，合成語ゃく冠形詞＋

体言〉の場合と（n挿入〉実現様相は類似していると言えそうである。

すなわち，後行要素が固有語の場合は，後行要素の頭音が／y／のもの，

後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長さが 1音節のものは総じて（n

挿入〉が起きやすく，後行要素の頭音がIiiでかつ後行要素の長さが2

音節以上のものは（n挿入〉が起きにくい。また 後行要素が非固有語

の場合は，後行要素の長さを間わず，後行要素の頭音がlylのものは（n

挿入〉が起きやすく， Iiiのものは起きにくい。以下具体例とその（n

挿入〉実現率等を各々挙げる：

①後行要素が固有語でかっその頭音がケ／の〈用言冠形語形＋体言〉（全7句）：
(n挿入〉平均実現率87.0%

句 日本語訳 n 終 休

忍 o~ ァl 長い話 100.0% 0.0% 0.0% 

。ト主ラ守主主 生日っているかのように 100.0% 0.0% 0.0% 

す司きトスl?l金守_Q_豆 邪魔しないように 97.0% 0.0% 3.0% 

三..＿＿王－ ~仁H工2ー;_ 大きい真鍛製の鉢 93.9% 3.0% 3.0% 

子会守ロlCl 焼いた玉筋魚 84.8% 0.0% 15.2% 

斗会 o:i王吾 小さな面飽 81.8% 0.0% 18.2% 
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同豆叶吾 ！暑い夏

②後行要素が 1音節の固有語でかっその頭音が／νの〈用言冠形調形＋体言〉

（全3句） : (n挿入〉平均実現率73.7%

句 ！ 日本語訳 I n I 終 ｜ 休

王吾包

甚唱

さ包

稀なこと

見たこと

大きなこと

100.0% I 0.0% ¥ 0.0% 

100.0% I 0.0% I 0.0% 

21.2% I 7s.s% I 3.o% 

③後行要素が2音節以上の固有語でかっその頭音が／i／の（用言冠形詞形＋体言〉

（全9句） : (n挿入〉平均実現率21.9%

句 日本語訳 n 終 休

之101of:ァl 長い話 78.8% 18.2% 3.0% 

号室干主［－＆ 01 of:ァl 童話のような話 39.4% 18.2% 42.4% 

。ト吾ヰ~~：葉 美しい紅花 24.2% 0.0% 75.8% 

司叶~<1-1 昔干叶ァ1 かわいいおどけ者 12.1 % 0.0% 87.9% 

叫L十干豆喧 01千人l1H 竹でできた爪楊枝 9.1 % 0.0% 90.9% 

ラ（'.V,ミラ 01昔 おいしい米飯 9.1% 0.0% 90.9% 

ラ（'.V,ミラ官営 おいしい白米 9.1% 0.0% 90.9% 

型モ 01す 大変なこの世 9.1 % 87.9% 3.0% 

吾 01干71 大きな蜂蛇 6.1% 90.9% 3.0% 

④後行要素が非固有語でかっその頭音がケ／の〈用言冠形詞形＋体言〉（全10句）：

(n挿入〉平均実現率43.0%

句 日本語訳 n 終 休

苔叶11?:a 行く予定 100.0% 0.0% 0.0% 

会 Q干 苦い薬 100.0% 0.0% 0.0% 

1十会叶l吾 出てきた例文 87.9% 0.0% 12.1 % 

ヲ17｝吾 Jl.入1ヰタl 背が高い吉田さん 39.4% 0.0% 60.6% 

ロ入下0λ入1とLニ O｝：「τ乱 おいしい玉葱 27.3% 0.0% 72.7% 

弁弔電｝ cヰァト牛 有名な女性歌手 21.2% 0.0% 78.8% 
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。ト吾ヰ金主吾 美しいヨーデル 18.2% 0.0% 81.8% 

司ιヰ全丘ヨλ4司司叶 かわいいヨークシャテリア 15.2% 0.0% 84~8% 

ん1ヌlミラ Cヰスト甚 立っている女の方 12.1 % 0.0% 87.9% 

叶l碧丘昔 かわいい揺りかご 9.1 % 0.0% 90.9% 

⑤後行要素が非固有語でかっその頭音が／i／の〈用言冠形詞形＋体言〉（全8句）：

(n挿入〉平均実現率13.3%

句 日本語訳 n 終 休

~含 01 ヌ1斗 ないのが道理である 48.5% 48.5% 3.0% 

堂。ト '.Uミラ 01せ 生きている以上 33.3% 3.0% 63.6% 

2司E十甚吐 oj司会豆ア1古臭いイデオロギー 12.1 % 0.0% 87.9% 

ス1ロl'.U七包司拝 面白いインタビュー 9.1 % 0.0% 90.9% 

き~~さ 01せ 高い理想 3.0% 90.9% 6.1 % 

司会包王 広いインド 0.0% 93.9% 6.1 % 

Hヰ吾宅］司 1央 速いインターネット 0.0% 100.0% 0.0% 

ヲlァト吾 01豆列 背が高い伊藤さん 0.0% 66.7% 33.3% 

①については，叶全叶吾の（n挿入〉実現率の低さが目立つが，終声

の初声化が起きることはなく，（n挿入〉が実現しなかったインフォー

マントはすべて明瞭な休止を置いて発音していた。（n挿入〉と休止の

違いには，発話速度の差異等が関わっているように思われ，蕊では終声

の初声化が起きないという言語事実がまず重要である。

干金等ロ1己l，斗..g_cヰ王吾でも休止を志向するインフォーマントが複

数いたが，これは句全体の長さと関係があろう。句全体の長さが長くな

るときには，休止を置いて発音しようとする傾向があるように見受けら

れる。なお，〈冠形詞形＋守主主〉も句全体の長さは長いが， これは固

定化された文法的な形であり，語嚢化した発音である可能性が高い。

②については，吾包が問題となる。ここで扱う吾包は《大きなこと》

という意味であり 〈重要な儀式〉や《たいへんなこと》という意の複

合語吾包とは異なるものである。辻野裕紀（2014b:13）で論じたように，

複合語の吾包でも（n挿入〉が起きにくかったが，句の吾包でも突出し
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てくn挿入〉実現率が低くなっている。吾＋包という組合せは，合成語

か句かを間わず，語素的に（n挿入〉が起きにくいと言える。

③については，社 010トァlと号詩在会 010トァlが問題となる。これらは

共に後行要素が010トァlであり，葱でも0101=ァlの（n挿入〉の起こしやす

さが窺える。

③の他の句については押し並べて（n挿入〉が起きにくいが，終声の

初声化を志向する句と休止を志向する句とに分かれる。これは①と同じ

く，句全体の長さが関与している。升叶全匂佳子司ァl，叫斗干豆呂 01

争入11Rなどのように句全体の長さが長いものは休止を志向し，型モ 01

令，吾 01王子ァ1のように句全体の長さが短いものは終声の初声化を志向

する傾向がある。

④については，一目するにやや例外が多いように見えるが，まず着目

すべきは，終声の初声化が徹底して起きないことである。（n挿入〉実

現率が低いものは その分休止が志向されている。これも，句全体の

長さが関わっている。苔寸想，会呼などのように句全体の長さが短い

ものは（n 挿入〉が極めて起きやすいが，。ト吾ヰ~丘吾，干icヰ会丘ヨ

λf 司11~ 叶，ペヌlミラ~スト甚などのように句全体が長いものは休止実現率

が高く現れている。寸堅丘昔については例外と言うほかないが，全体

的な傾向として句の長さが関与していることは間違いないだろう。偶々

落で、扱った句が長いものが多かったために 全体の（n挿入〉平均実現

率が低めに現れる結果となった。

⑤については，銀全 01スlヰ，位。トヌlと 01せのように，－（立）2 01ヌ1

ヰ《…するのが道理である》，ーを 01すぐ・・する以上，…するからには〉

といった固定化された表現では くn挿入〉実現率が相対的に高くなっ

ている。

⑤の他の句では（n挿入〉は概して起きにくいが，終声の初声化を志

向する句と休止を志向する句とに分かれる。ユヱ司E十甚を 01司会豆アl,

ス1 ロl ヌU,~ c'.j叶昇ときE会 01せ，司会包王などを較べれば明らかなように，

その分水嶺はやはり句全体の長さである。
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5ユ体言＋体言

〈体言＋体言〉については，全25句を調査した。

〈体言＋体言〉という構造の体言句において，＜n挿入〉の実現如何に

最も大きく関わっていると考えうるのは，「後行要素の頭音」である。

後行要素の頭音が／／の場合＜n挿入〉は起きやすく，後行要素の頭音
(27) 

が／i／の場合＜n挿入〉は起きにくい：

①後行要素がケ／で始まる〈体言＋体言〉（全17句） : (n挿入〉平均実現率75.4%

句 日本語訳 n 終 休

召笠 道の横 100.0% 0.0% 0.0% 

zロi::-'4 ドアの横 100.0% 0.0% 0.0% 

召等号 道の両側 97.0% 3.0% 0.0% 

王1土ニー 0ごJ_ 目の横 97.0% 3.0% 0.0% 

美笠 花の横 90.9% 9.1% 0.0% 

位宝2 島の横 90.9% 3.0% 6.1 % 

ス~告守祖干 ソウル陽川区 87.9% 0.0% 12.1 % 

ス4会 OJ号王子 ソウル永登浦区 87.9% 0.0% 12.1 % 

ヰせ守王子 釜山影島区 84.8% 0.0% 15.2% 

λ司会舎せ干 ソウル龍山区 84.8% 0.0% 15.2% 

也君等号王 仁川永宗島 81.8% 0.0% 18.2% 

失望 服の横 72.7% 27.3% 0.0% 

官笠 口の横 69.7% 27.3% 3.0% 

さ司笠 本の横 63.6% 33.3% 3.0% 

な三2 川の横 57.6% 42.4% 

叫＼＇.！叶吾 来年の夏 12.1 % 0.0% 87.9% 

豆すと，ロ1号， OJ号 フランス，アメリカ，イギリス 3.0% 0.0% 97.0% 

②後行要素が／i／で始まる（体言十体言〉（全8句） : (n挿入）平均実現率4.2%

句 ｜ 日本語訳 I n I 終 ｜ 休

号詩今 010トァ1 ｜童話の中の話

ユ言。l平 ｜その日以降
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λト忍 01手 事件以降 3.0% 97.0% 0.0% 

社会 01吾号 ソウル里門洞 3.0% 63.6% 33.3% 

叫1d.1望 来年の 1月 0.0% 3.0% 97.0% 

ヰせ01ァl司 釜山二妓台 0.0% 78.8% 21.2% 

。l言。l叫 この日この時 0.0% 93.9% 6.1 % 

豆すと，ロl号，包王 フランス，アメリカ，インド 0.0% 0.0% 100.0% 

①については，まず，叫吐叶吾と豆すと，ロ1号， OJ号の（n挿入〉実

現率が低く現れているのが注目される。

叫＼＇.！ cヰ吾の（n挿入〉実現率がなぜ低いかについての理由は分明でな

いが，（n挿入〉が実現しなかったインフォーマントはすべて休止を置

いて発音しており 終声の初声化が実現したインフォーマントはいなか

った。先にも述べたように，（n挿入〉と休止の違いには，発話速度の

差異等が関わっているように思われる。

豆すと，ロ）号， OJ号は他の句と統辞的構造が異なり（他の句は修飾構

造であるのに対し，豆すと，ロ1号， OJ号は等位構造），ほとんどのイン

フォーマントが 1語 1語を区切って発音した。尤もこれは読み上げ式と

いう方法に起因する可能性があり実際の談話（特に早い発音）では（n

挿入〉が生じることも往々にしてありうるものと思料される。

ス司会守若干などで休止が実現したインフォーマントが複数いたのは，

句の長さの問題に因るものだろう。

失望，官笠，さ~ ~，な笠の（n 挿入〉実現率が，召笠，吾~のそ

れに比べて低く現れているのは，先行要素の末音が閉鎖音・ !I]Iか共鳴

音かという違いに起因する（ただし，安笠は例外的）。

②については，号井今 0101=ァ1の（n挿入〉実現率が相対的に高いこ

とが問題となろう。これは後行要素が010トァ1であることが原因であると

考えうる。

また，叫¥11告と豆すこと，ロ1号，包王の休止実現率が突出して高いの

も目につく。これも叫＼＇.！ 叶吾や豆すと，ロl号， OJ号と同じく発話速度

が関与しているのかも知れない。ある母語話者によれば，発話速度によ
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つては終声の初声化が起きることもよくあるとのことである。

5.3. 副詞語＋用言

〈副詞語＋用言〉については全24句を調査した。

〈副詞語＋用言〉という構造の用言句において，（n挿入〉の実現如何

に最も大きく関わっていると考えうるのは 「後行要素の頭音」である。

後行要素の頭音が／y／の場合（n挿入〉は起きやすく，後行要素の頭音

が Iiiの場合（n挿入〉は起きにくい：

句

せ宮司

せ笠叶

英霊叶

豆oil11同

吾宮叶斗

ォIP昔包さトヰ

干司告さトヰ

①後行要素の頭音が／ゲの（副調語＋用言〉（全8句）：
(n挿入）平均実現率83.0%

日本語訳 n 終

開かない 100.0% 0.0% 

開けない 97.0% 3.0% 

開けられない 97.0% 3.0% 

あまりかわいくない 90.9% 9.1 % 

すぐ開けろ 78.8% 6.1 % 

なかなか軟らかい 72.7% 6.1 % 

とても軟らかい 69.7% 12.1 % 

ヰ望叶司o］：司 必ず開けておかないといけない 57.6% 0.0% 

句

せ唱匁叶

せ ~i叶崇叶

臭唱匁叶

望~匁叶

臭 ~i 匁叶

臭 01~叶

せ 01~叶

②後行要素の頭音がIiiの〈副調語＋用言〉（全16句）：
(n挿入）平均実現率25.4%

日本語訳 n 終

着なかった 63.6% 36.4% 

読んでみなかった 54.5% 45.5% 

着られなかった 51.5% 48.5% 

十分に焼けていない 48.5% 51.5% 

読めなかった 45.5% 54.5% 

（頭に）載せられなかった 42.4% 57.6% 

（頭に）載せなかった 36.4% 63.6% 

休

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

15.2% 

21.2% 

18.2% 

42.4% 

休

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 
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三EQ-]司λ1 よく火を通して 27.3% 66.7% 6.1 % 

吾討叶斗 すぐ読め 18.2% 72.7% 9.1 % 

ヰ斗司λ？ 必ず火を通して 9.1 % 45.5% 45.4% 

オl唱。l盟斗 なかなかかわいい 6.1 % 93.9% 0.0% 

干ヰ o］~旦斗 とてもかわいい 3.0% 90.9% 6.1% 

包有包叶l十七λ1 早く起きる鳥 0.0% 97.0% 3.0% 

三f双叶丘？ 元気ですか？ 0.0% 97.0% 3.0% 

アトせ妓スト さて，ちょっとf寺って 0.0% 100.0% 0.0% 

叶害対斗 数日いてから 0.0% 100.0% 0.0% 

①については，ほとんど例外がない。いずれの句の（n挿入〉実現率

も50%を超える。①の中でも，先行要素の末音が共鳴音のものがより（n

挿入〉が起きやすいのは 固有語合成語などでも見られた傾向と同じで

ある。先行要素の末音が閉鎖音である英霊叶の（n挿入〉実現率が極め

て高いのは，臭と霊斗の頻度が共に高く，［吾叶司］という発音が語葉化

しているためだと考えうる。

②について，例外的な振る舞いをするのは，先行要素が所謂否定副詞

のせと芙，そしてそれに準ずる豆の場合である。先行要素がせ，臭，言

の場合，特にその後行要素が唱斗，討斗， 2-1ヰの場合，（n挿入〉実現

率が高く現れている。せ，臭，望は一般的には自立語たる副詞に分類さ
(28) 

れるものの，用言との聞に他の要素が基本的に入りえず，せ包叶［せ叶叶l

などといった発音が語素化している話者も多いのであろう。後行要素が

01斗の場合には（n挿入〉実現率が柳か下がるが， これはなじみ度（あ

るいは使用頻度）と関連があるものと思われる。固有語合成語などでも

観察されたように，なじみ度が低いと目されるものでは（n挿入〉が起

きにくい傾向がある。

また，①と②に跨るものとして興味深いのは，さ手宮叶碑 OF~ やさ手金1

司λ？のように，先行要素がヰの場合，休止を志向するインフォーマント

が相対的に多かったことである。これは，ヰの末音が閉鎖音lg／である

ことも効いているのだろうが，ヰの「必ず」という意味的な特性も関わ

っているように思われる。休止を置くことで ヰを聴覚的に際立たせる
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（耳立たせる）ことができる。

5.4. 絶対格主語＋用言

〈絶対格主語＋用言〉については，全26句を調査した。

〈絶対格主語＋用言〉という構造の用言句において (n挿入〉の実現

如何に最も大きく関わっていると考えうるのは 「後行要素の頭音」で

ある。後行要素の頭音がケ／の場合（n挿入〉は起きやすく，後行要素

の頭音が／i／の場合（n挿入〉は起きにくい：

①後行要素の頭音が／y／の〈絶対格主語＋用言〉（全6句）：

(n挿入〉平均実現率80.8%

句 日本語訳 n 終

ミE寸時 目かわいい 93.9% 6.1% 

望号寸H同 顔かわいい 93.9% 3.0% 

若宮頭叶 柿なった 81.8% 3.0% 

安叶~ll可 花かわいい 75.8% 24.2% 

す叶吾匁叶 栗実った 69.7% 3.0% 

菅斗l 主ラ在~号叶アトミラ… 畑には柿実っていく… 69.7% 0.0% 

②後行要素の頭音が／i／の〈絶対格主語十周言〉（全20句）：

(n挿入〉平均実現率4.2%

句 日本語訳 n 終

妻。lll可 花かわいい 39.4% 60.6% 

ヰ当金J匁叶？ 果物熟れた？ 18.2% 78.8% 

ミE01 叫 目かわいい 12.1 % 87.9% 

望者 o］吋 顔かわいい 9.1 % 90.9% 

社~匁叶？ 柿熟れた？ 6.1 % 93.9% 

社号対ミラ λト昔 貫禄ある人 0.0% 100.0% 

互理l妓ミラ λト昔 悩みある人 0.0% 100.0% 

音。l王子叶忍叶 夢叶った 0.0% 84.8% 

~妓叶玉L? 馬いますか？ 0.0% 100.0% 

休

0.0% 

3.0% 

15.2% 

0.0% 

27.3% 

30.3% 

休

0.0% 

3.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

15.2% 

0.0% 
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旦世史lと主主 集まりある日 0.0% 100.0% 0.0% 

現ヌHラすスト 借金ある男 0.0% 100.d~ 0.0% 

せ斗宝lミラλト昔 常識ある人 0.0% 100.0% 0.0% 

告~スト河l ；す牛社ヰ 酒が発酵するや簡商人が行く 0.0% 100.0% 0.0% 

三三宮ヌユ七号司王ごと司 スリルあるジェットコ｝スター 0.0% 100.0% 0.0% 

入1社交i叶iL? 時間ありますか？ 0.0% 100.0% 0.0% 

信今 '.Uミラ ,A~ 著 実のある生活 0.0% 100.0% 0.0% 

0B :Aa '.U七人ト昔 愛情ある人 0.0% 100.0% 

守4'.U七λト昔 良心ある人 0.0% 100.0% 0.0% 

在 .A~ 包叶 ;;t叶 戦争起きた 0.0% 100.0% 

ス1毛l包叶球叶 地震起きた 0.0% 72.7% 27.3% 

①については，（n挿入〉に関して特に問題になるものはない。す叶

号匁叶，官叶IHラ毛fcヰ吾叶アトミラ…で休止実現率が相対的に高くなってい

るのは，句の長さが影響しているのであろう。〈用言冠形詞形＋体言〉

などでも観察されたように 句の長さが長いときには休止を志向する傾

向がある。

②については，後行要素が01叫の場合に（n挿入〉実現率が相対的に

高くなっているのが目につくが，その理由は同義語の斗叫との関係を考

えうる。

スl毛］包叶球叶，苦 01手叶忍叶の休止実現率が高いのは，①のす Ci号

匁叶，苦叶1七社 Ci吾叶アト七…と同じく，句の長さが長いことに因る。

5.5. 絶対格目的語＋用言

〈絶対格目的語＋用言〉については 全23句を調査した。

〈絶対格目的語＋用言〉という構造の用言句において，（n挿入〉の実

現如何に最も大きく関わっていると考えうるのは，「後行要素の頭音」

である。後行要素の頭音がケ／の場合（n挿入〉は起きやすく，後行要

素の頭音が／i／の場合（n挿入〉は起きにくい：
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①後行要素の頭音が勿／の〈絶対格目的語＋用言〉（全5句）：

(n挿入〉平均実現率63.0%

句 日本語訳 n 終 休

吾宮支i叶 ドア開けた 100.0% 0.0% 0.0% 

会ラ： cヰロl.J工… 襟正して… 90.9% 9.1 % 0.0% 

官室ストロトスト 日開くやいなや 60.6% 18.2% 21.2% 

ユ~~会 λト菅名… その本編んだ人は・・． 57.6% 18.2% 24.2% 

。ト吾望号叶.<l]Jl・・・ 息子娘亡くして… 6.1% 0.0% 93.9% 

②後行要素の頭音が／i／の（絶対格目的語十周言〉（全18句）：

(n挿入〉平均実現率10.8%

句 日本語訳 n 終 休

会世叶 服着て 66.7% 33.3% 0.0% 

現話会・・・ 輝き失った… 33.3% 66.4~ 0.0% 

召 ~i匁叶 道迷った 27.3% 72.7% 0.0% 

吾 ~l匁叶 お金なくした 18.2% 81.8% 0.0% 

宮ラミスl臭或叶 ことば繋げられなかった 18.2% 81.8% 0.0% 

♀せラJ.J工設叶 雨傘忘れてきた 9.1 % 90.9% 0.0% 

~討叶 本読んで 6.1% 93.9% 0.0% 

司l号討匁叶 フェイスブック読んだ 6.1 % 93.9% 0.0% 

宅E号斗1 半分唱~叶 足首に負傷負った 3.0% 97.0% 

司］電電旦オλ↑竺叶忍叶 貧血起こして倒れた 3.0% 12.1 % 84.8% 

スl昔話匁叶 財布なくした 3.0% 97.0% 0.0% 

丑ヰ泊三工設叶 軍服着て来た 0.0% 100.0% 0.0% 

号剖七去二司 文章読む声 0.0% 100.0% 0.0% 

す~司司匁叶？ ごはん炊いて食べた？ 0.0% 97.0% 3.0% 

平ヌ1豆 Hト昔包~升ヰ 扇で風起こしてみて 0.0% 93.9% 6.1 % 

λ1豆.，？：－λト唱包三三家叶 新たな事業興した 0.0% 90.9% 9.1 % 

。l吾安匁叶？ 名前忘れた？ 0.0% 100.0% 0.0% 

ヨ~~豆ス1号 01 匁叶 藁で屋根葺いた 0.0% 100.0% 

①については，斗吾苦叶-91JI.の＜n挿入〉実現率が低く，休止実現
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率が突出して高いのが目立つ。これは叶斗ヰという語のなじみ度と関わ

っているものと思われる。 Cヰ斗ヰは頻度が高いと目される語ではなく，

休止を置いて語の認識を容易にしようとするインフォーマントの意図が

窺える。いずれのインフォーマントにおいても終声の初声化が全く起き

なかったこともその傍証となろう。

首嘗ストロトストやユ詩守＇~ ~さ λト昔舎において（n 挿入〉実現率が相対的に
(31) 

低いのは，先行要素の末音が閉鎖音であることに起因すると思われる。

②については，央官叶の（n挿入〉実現率の高さが注目される。会と

包叶というコロケーションが極めて頻度が高いものであり，［毛ー叶叶］と

いう発音は語葉化したものであろう。

国電包三三升λ↑竺叶忍叶の休止実現率が高いのは，句の長さが長いこ

とに因る。

5.6. 対格目的語＋用言

〈対格目的語＋用言〉については 全 6句を調査した。

〈対格目的語＋用言〉という構造の場合は，分節音のはっきりとした

傾向は見られず，句によって区々であった。注目すべきは，一体に休止

を志向するインフォーマントが多かったことである。休止平均実現率は

62.1 %であり，半数を優に超えている：

（対格目的語＋用言〉（全6句） : (n挿入〉平均実現率37.4%

句 日本語訳 n 終 休

ス1ロト吾首JI… スカートを履いて… 66.7% 0.0% 33.3% 

刊号央会官三工… かわいい服を着て… 60.6% 0.0% 39.4% 

旦スト吾＜€J匁叶 Jl. 帽子をなくしました 30.3% 0.0% 69.7% 

アトオl曇宮匁叶丘 店を開けました 27.3% 0.0% 72.7% 

吾金堂匁叶丘 ドアを開けました 24.2% 0.0% 75.8% 

ス1 昔会＜€J匁叶丘 財布をなくしました 15.2% 3.0% 81.8% 

葱で断じうることは，〈対格目的語＋用言〉という構造では，後行要

素が／i／で始まる場合であっても終声の初声化を起こすことはほとんど
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ないということである。これは，後行要素の頭音が／i／の場合に終声の

初声化を起こしやすい〈絶対格目的語＋用言〉の場合と比べて，対照的

な結果である。（n挿入〉も休止も境界を示すところにその機能がある

のだとすれば，先行要素に助詞がつくと，そうでない場合に比べて，イ

ンフォーマントは単語の境界をより鮮明に意識して発音するのだと言え

る。

また，上の表を一瞥すると，用言が従属節（許五節）の場合に，（n

挿入〉が起きやすいようにも見える。しかし 該当する例の用言が共に

包ヰであり，語葉的な要因である可能性もある（5.5.の央官叶でも（n

挿入〉実現率が高かったことを思い起こされたい）。文構造によってくn

挿入〉実現如何が変わる可能性もあり もしそうだとすると大変興味深

いが，本調査のデータだけで扱いきれる問題ではないので，向後の課題

としたい。

5.7. 主題目的語＋用言

〈主題目的語＋用言〉については，全6句を調査した。

〈主題目的語＋用言〉という構造の場合も，〈対格目的語＋用言〉の場

合と同じく，分節音のはっきりとした傾向は見られず，句によって区々

であった。休止を志向するインフォーマントが多く，休止平均実現率は

64.2%であった：

〈主題目的語＋用言〉（全6句） : (n挿入〉平均実現率35.9%

句 日本語訳 n 終 休

会吾首匁叶丘 服は着ました 69.7% 0.0% 30.3% 

ヌlロト七世匁叶丘 スカートは履きました 48.5% 0.0% 51.5% 

吾喜望匁叶丘 ドアは開けました 27.3% 0.0% 72.7% 

アトオ！と望匁叶♀ 店は開けました 24.2% 0.0% 75.8% 

スl 社.g.~匁叶丘 財布はなくしました 24.2% 0.0% 75.8% 

互ストと ~i匁叶丘 帽子はなくしました 21.2% 0.0% 78.8% 

〈対格目的語＋用言〉の場合と同じく 〈主題目的語＋用言〉という構
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造では，後行要素がIiiで始まる場合であっても終戸の初声化を起こす

ことはない。助詞が介在すると，そうでない場合に比べて，インフォー

マントは単語の境界をより鮮明に意識して発音することを再度確認しえ

た。

6. おわりに

以上，辻野裕紀（2014b）に引き続き，若年層ソウル方言話者を対象

とした（n挿入〉実現実態調査の結果の記述，分析を行なってきた。本

稿では，特に外来語，混種語，いわゆる「語＋レベルの複合語」，句に

ついて論じた。最後に，これまで述べてきたところを簡潔に確認し，摘

筆したい。

まず，外来語においては，「後行要素の頭音」が（n挿入〉実現如何

に最も大きく関わっている。後行要素の頭音がlylの場合は（n挿入〉

が起きやすく， Iiiの場合は（n挿入〉がほとんど起きない。また，「先

行要素の末音」や「語構造（枝分かれ構造）」，「語の長さ」なども（n

挿入〉実現如何に関与している。

混種語においては，後行要素の語種が（n挿入〉実現如何を統べる。

つまり，後行要素が固有語であれば固有語合成語と 漢字語であれば漢

字語合成語仁外来語であれば外来語合成語と類似した振る舞いをする。

いわゆる「語＋レベルの複合語」でも，「後行要素の頭音」が（n挿入〉

実現如何に最も大きく関わっている。語を問わず休止を志向するインフ

ォーマントが少なからずいた点が他の漢字語合成語との違いだが，必ず、

休止を伴わなければならない日本語の語＋レベルの複合語とは性質が大

きく異なり，影山太郎（2010）に疑義を呈した。

句においては，統辞論的観点から，〈冠形語＋体言〉，〈体言＋体言〉，〈副

詞語＋用言〉，〈絶対格主語＋用言〉，〈絶対格目的語＋用言〉，〈対格目的

語＋用言〉，〈主題目的語＋用言〉の 7種に分け各々の分析を行なった。

その結果，語の場合と異なり，発話速度や句の長さ，助詞の介在などの

影響で休止実現率が高い句が散見されるものの，全体的な傾向としては，
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「後行要素の頭音」が＜n挿入〉の実現如何に最も大きく関与するなど，

語の場合とよく似た傾向が観察された。

以上のように，外来語，混種語，いわゆる「語＋レベルの複合語」，

句における＜n挿入〉の実現様相は いずれも辻野裕紀（2014b）で明

らかにした固有語や漢字語のそれと概ね類似しており，後行要素の頭音

をはじめ，後行要素の長さ，先行要素の末音，なじみ度，語構造，後行

要素の第 1音節の音節構造語句の長さ，発話速度など，様々な要因が

複合的に開ぎ合い 絡み合っているものと言いうる。

非若年層ソウル方言話者における＜n挿入〉ゃくn挿入〉の方言差の

仔細な実態把握については今後の課題であるが本調査を通して，＜n

挿入〉の社会言語学的側面の露頭が見え始めたと言えよう。

辻野裕紀（2012,2013, 2014ab）および本稿で論じてきた＜n挿入〉を

めぐる聞いは，換言するならば，〈形態素〉と〈形態素〉が接合すると

きに一体何が起きるかという，いわば〈形態素接合論〉的な聞いであっ

たと言ってもよい。朝鮮語にはこのような，〈形〉と〈形〉が接合する

際に生じる〈音韻論的現象〉ないしく形態音韻論的現象〉が数多存在す

る。筆者の一連の＜n挿入〉孜は，朝鮮語のそうした彪大な目舷く音韻

システムの一端を描き出さんとしたものである。

【附記｝本研究は，平成24年度科学研究費補助金研究活動スタート支援（研

究課題番号： 24820032）「現代朝鮮語における＜n挿入〉の総合的研究」の

成果の一部である。また，本稿の内容は，筆者の博士学位論文『朝鮮語＜n

挿入〉孜－音韻論と形態論一』（東京大学， 2014年度）の第6章の一部に

鉄鉱を加えたものである。

【謝辞】本稿の執筆にあたっては，多くの方々のお力添えを得た。まず，調

査の便宜を図ってくださった，安平錆先生，朴一実先生はじめ，誠信女子

大学校日語日文学科の先生方，崇実大学校の河崎啓剛先生，調査に快く協

力してくださったインフォーマントの皆さんに衷心より感謝申し上げる。

また，執筆過程で多くの貴重なご教示を賜った，東京大学の福井玲先生，
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本田洋先生，生越直樹先生にも深甚なる謝意を表したい。

註

(1) ／／内は音素表記であり，本稿の音素表記は越義成・呉文淑（2004）に依る。

(2) (n挿入〉が生じるための条件，特に形態論的条件については，辻野裕紀

(2013）を参照されたい。

(3) 調査は誠信女子大学校（城北区）と崇実大学校（銅雀区）の研究室や教室

で行なった。インフォーマントはすべて大学生である。

(4) 「読み上げ式とは 紙に書いた単語や文をそのまま あるいは方言に直し

て読み上げてもらう方式の調査である。」（木部暢子2007:33) 

(5) 語については，基本的にインフォーマントに単独形を発音してもらい，句

や一部の語については，当該の語句を含む例文全体も読み上げてもらった。使

用頻度が低そうな語や単独では意味が分かりにくい語などについては，予め調

査票の語の横に朝鮮語で解釈を付しておき さらに 必要に応じて口頭で説明

を行なうなど，誤解が生じないよう，最大限，意を用いた。

(6) また， l語として辞書に記載されていないものでも，形態的緊密性 (lexical

integrity) （形態的緊密性については影山太郎（1993:10 11, 2010: 2）参照）が

認められるものについては，句ではなく，語として扱う。

(7) 表中のOは号百号叶宅干笹（1999）の見出し語の発音表示において（n挿入〉

が起きることになっているもの，×はそうでないもの， ？は見出し語として

当該の語が登録されていないことを表す。

(8) (n挿入〉実現率。以下の表もすべて同様。

(9) 終声の初声化実現率。以下の表もすべて同様。

(10) 休止実現率。以下の表もすべて同様。

(11) 同じく先行要素の末音がlg／である寸司一丘をさ，叶l司－Cjユ斗哲も同じ人

名である吾＿（.乱吾－01と叶に比べて，休止を志向するインフォーマントが多か

った。各々の休止実現率は順に36.4%, 60.6%, 3.0%, 6.1 %であった。

(12) 辻野裕紀（2014b:33）参照。

(13) 姓と名の聞に休止が決して生じない韓国人の人名の発音（辻野裕紀2014b:

39参照）と対照的である。

(14) 守叶舎の駅のローマ字表記は Hangnyeoulとなっており，地下鉄の車内放

送でも［司吋全！と発音しているようである。また ある朝鮮語母語話者によ

れば，苛叶舎の地元の人々は［すl-1告］と発音する人が多いとのことで，「なじ

み度」も関与している可能性がある。なお，これは，す.:1Z.1Rを，す.:1Z.1Rの住民

は［守主JR]と発音するのに対し，他の地域の人たちは［弓－.:1Z.1R lと発音する傾

向があるのとよく似ている。号忍斗~ (2005: 44-45）参照。
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( 1幻 想－叶の一叶は通時的には一司（cf.祖司，号司）に遡及するものである。

(16) なお，匁叶は本来は漢字語起源。

(17) 辻野裕紀（2014b:17-18）参照。

(18) 辻野裕紀（2014b:17-18）および本稿3.1.3.を参照。

( 19) 大阪外国語大学朝鮮語研究室編（1986:827）によれば，坦升の漢字は「縁

蹄」である。ただし，辞書によっては，「燕口」が元とするもの（号首号叶智

子笹1999）もある。

(20) (n挿入〉の機能が「音節構造の変容を防還し，形態素境界を明瞭にする」

ところにある（辻野裕紀2014a:90）とするならば，＜ 1音節＋ 1音節〉という

構造をしており，かっ先行要素の末音がIn/の場合の（n挿入〉の必要性はや

や希薄である。何となれば，現代朝鮮語においては外来語などを除き，語頭に

/nil, I吋V/(Vは単母音）のごとき音節が立つことはなく，（n挿入〉を起こさ

なくても，形態素境界が一意的に決まるからである。辻野裕紀（2014b:13）参

照。

(21) 「カリフラワー」を意味する語としては，安一等叶宇よりも吾司吾斗刊がよ

り一般的である。また 安一坦司は建設用語であり 一般的な20代の大学生に

とって明らかになじみ度が低い語である。

(22) 辻野裕紀（2014b:32,37-39）参照。

(23) 影山太郎（2010）は日本語の「学生がエレベーター使用のときは」の「エ

レベーター使用」のようなタイプの複合語を「統語的複合語」（post-syntactic

compounds, S構造複合語）と称し，朝鮮語の「詩想。l宮司司01司斗舎入l寸と」，
「叶守アlァト斗司斗号す斗号入1叶七」 「号弓寸寸叫スl忍苦想 λl叶七」などとい

った例を併せて論じているが（下線は引用者による）朝鮮語のこうした複合語

は「語＋レベルの複合語に過ぎず，日本語のように統語的な編入（incorporation)

によるのでないと結論づけてよいだろう」と述べている。

(24) 先行要素（平吾）は外来語であるが便宜上，葱で扱うことにする。

(25) 体言に助詞等がついていない裸の形を「絶対格」と呼ぶことにする。

(26) とりたて助詞（補助詞）のと／会がついており，かっ統辞論的に目的語と

して機能しているものを便宜上，「主題目的語」と呼ぶことにする。

(27) 合成語の結果等を考慮すると 後行要素の頭音がIiiでかっその長さが l

音節の固有語の場合には（n挿入〉が起きやすい可能性があるが，〈体言＋体言〉

の調査句にはそのような句が含まれていなかったので 惑ではとりあえず語種

は問題としないでおく。

(28) 否定副調はこの点で接頭辞的と言える。辻野裕紀（2013:23）も参照。

(29) うち，（l:ll1t:l_~］と発音したインフォーマントは 66.7%, [l:ll在と］と発音し

たインフォーマントは33.3%であった。

(30) うち，［叶叶吾！と発音したインフォーマントは全インフォーマントの60.6
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%, [l:l］ス1吾］と発音したインフォーマントは全インフォーマントの3.0% ( 1 

名），［叶スl吾］と発音したインフォーマントは全インフォーマントの3.0% ( 1 

名）であった。

(31) しかし一方で，同じような音的条件の央突叶ロ］.:iLでは（n挿入〉実現率が

非常に高く現れている。これはもしかすると［司！という，現代朝鮮語では一

部の用言活用形（e.g.叶司《踏んで》）を除き，ほとんど現れない音節を忌避

しようとする傾向の現れかも知れない。央官叶や要話会，妻。1叫（5.4.および

5.5.参照）などでは終声の初声化を志向するインフォーマントも相対的に多く

いたこともその証左になりうる（［叶］は現代朝鮮語に遍在する音節である）。

しかし，安司同（5.4.参照）の例を見ると必ずしもそうとは言えず，さらなる

検討が必要である。
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